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生涯学習係 地域学校協働活動の活性化を目指して 

「社会に開かれた教育課程」の実現に向けて、学校と家庭・地域が相互の連携・協働のもと、一体となって 
子どもたちの成長を支えていくことが求められています。地域学校協働活動の一層の充実と活性化を目指し、  
各校における取組を見直してみましょう。 

効果的に地域学校協働活動を行うことで、教職員の負担軽減などの学校運営の  
改善にもつながります。双方向による活動の活性化を目指し、『充実した地域学校 
協働活動のためのチェックシート』を活用しながら、各校の実態や特色に合わせて 
工夫して取り組んでいきましょう。 

 

社会教育主事  
管理職  

学社連携担当教諭  
学級担任  

地域の方  

なるほど、みなさんそれぞれの立場で課題を抱えているのですね。家庭や地域からの意見 

や思いを活動内容や年間計画等に反映させ共有しながら取り組んでいくことが、活動の形 

骸化を防ぐとともに「双方向」の視点をもった継続的な「連携・協働」になります。 

以下のようなＰＤＣＡサイクルで実行していく中で、取組の例が課題解決のヒントになるか 

もしれませんので参考にしてみてはいかがでしょうか。 
社会教育主事  

チェックシート 

地域学校協働活動  

を進めていく上で、どんな 

課題がありますか？ 
 
コロナ禍で、地域の方を 

お呼びしての活動を控えていて 

十分な活動ができません。 
 
地域に出かけて 

いってまで活動する 

余裕がありません。 

 
「地域学校協働活動」の重要性は 

十分理解しているのですが、校内で 

共通理解が図れていないんです。 
 

まだまだ学校へ行くには敷居が 

高くてね。でも子どもたちにお願い 

したいことはたくさんあります。 

 

実行  

 

評価  

改善  計画  
 

代表者による会議 
の活用 

 
ＰＴＡの会議や地域と 

の会議の場を活用して 

お互いの思いや願いを 

共有し、双方向ででき 

る活動を洗い出しまし 

た。また、次の改善に 

つなげていくための見

直しを行い、共通理解

を図りました。 

 

新たな年間活動計画の作成 
 
これまでの「学校支援ボランティア 

年間計画」を見直し、家庭や地域 

と『連携・協働できる活動』に絞っ 

て、新たな「地域学校協働活動」

の年間計画を作成し直しました。 

「総合的な学習の時間」の 
大幅な見直し 

 
地域とのつながりや郷土学習に 

重点を置き、子どもたちの地域へ 

の参画が意図的に行えるよう、 

地域の方などを交えて全職員で 

全体計画を見直しました。振り返 

りで得られた意見も改善の参考  

として反映させています。 

地域の思いを聞き取る 
環境づくり 

 
地域の方が学校に来る機

会は限られているので、意

識的に声を掛けてコミュニ

ケーションをとっています。

その際に要望を聴いたら、

結構協力できるものがある

ことが分かりました。 

コロナ禍における家庭や地域とのつながりづくり 
 
地域学校協働活動のよさやメリットについて、広報や回覧板を

活用して家庭や地域に向けて積極的に発信しました。 


